
議員発議

捕獲されたイノシシ

平成16年度 132頭
平成17年度 196頭
平成18年度 205頭
平成19年度 296頭
平成20年度 341頭
平成21年度9月末現在 315頭

参考：イノシシの捕獲状況（過去５年間）

神石高原町議会傍聴規則の一部改正
●開かれた議会にするため，傍聴人が，本会議に加え，
　全員協議会なども，より簡単な手続きで，傍聴できるように簡素化されました。
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●傍聴人の定数がなくなり，傍聴の手続
きが住所，氏名，年齢を傍聴人受付簿
に記入するだけで入場でき，傍聴券の
交付がなくなりました。

●但し，議長の命に，従わないときは退
場となります。

　子どもたちに豊かな教育をすることは極め
て重要だ。日本の教育予算はＯＥＣＤに比べ
ると脆弱である。自治体間の教育条件の格差
によって子供たちが受ける「教育水準」に格
差があってはならない。      

記
　一、義務制第８次・高校第７次教職員定数

改善計画を実施すること。

　地域から県立高等学校がなくなれば保護者
や生徒たちの時間的・経済的・肉体的な負担
が増す。また，地域とともに歩み，地域の担
い手をはぐくんできた県立高等学校の統廃
合・分校化を一律に進めることは地域の疲弊
につながる。

提案者：小林　貢議員
賛成者：松本彰夫議員

　平成22年度予算については，社会保
障の機能強化，経済危機克服のための
予算確保が重要だ。

記
一、高齢者医療制度の見直し，少子
化対策の抜本的拡充，高額医療費
制度の見直しなど，安心社会実現
のために必要な予算を確保するこ
と。

　　女性特有のがん検診，難病対策
などは継続して実施できるよう十

提案者：寄定　秀幸議員
賛成者：木野山孝志議員　みんなの町議会19

号３ページ「平成20年
度第3セクター販売高」
の中で，（株）神石高原
公社の当期損益欄は
△98万円ではなく98
万円でした。
　訂正し，お詫び申し
上げます。

お詫び

議員研修会

追跡
１年前の主要事業が、今はどうなっているのか?追跡しました!

ありゃあどうなった？ありゃあどうなった？

　隊員は一般の狩猟者に比べて狩
猟を行う機会が制限されることか
ら，非常勤の公務員として狩猟税
の軽減措置等が講じられました。
今年度は 90名で被害対策実施隊を
編成し，イノシシは９月末現在315
頭を捕獲しています。

　高齢化等により狩猟免許所持者
は年々減少しているため，今年度
から新たに町単独で狩猟免許取得
経費助成をしています。
　狩猟免許の取得を検討してみて
はいかがでしょうか。

　鳥獣による農林水産業等に係る
被害の防止を行い農林水産業の発
展及び農山漁村地域の振興に寄与
するために，平成20年２月「鳥獣被
害防止特措法」が施行されました。
　町はその基本方針に即した被害

防止計画を作成し，必要な措置を講
じました。
　「神石高原町鳥獣被害対策実施隊
の設置に関する条例」を制定し，鳥
獣被害対策実施隊を設けました。
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第２回

平成20年
９月議会で
決定

鳥獣被害対策に対策実施隊を設置

平成21年度 90名で被害対策実施隊を編成
捕獲数が大幅に向上

提案者：松本彰夫議員
賛成者：小林　貢議員

提案者：藤田晃己議員
賛成者：小林　貢議員

●「県立高等学校再編計画」の慎重な取り組みを求める意見書

●教育予算の拡充を求める意見書

●安心社会実現のため平成22年度予算の確保を求める意見書

　二、義務教育費国庫負担制度を二分の一に
復元し，制度を堅持すること。

　三、教育予算の拡充のため，国の予算を拡
充すること。

　四、教職員給与の財源を確保・充実するこ
と。超過勤務の縮減対策を行うこと。

　記
一、「県立高等学校再編整備計画」の推進に当たっては，
保護者，教職員，地域住民の意見を十分聞く場を設
定し，合意のもとに進めること。

分な予算を確保すること。
二、雇用対策や低所得者の教育費
負担軽減などセーフティーネッ
トの拡充に重点配分すること。

三、緑の経済と社会の変革の実現
に向け重点配分すること。

四、ゲリラ豪雨など，大規模災害
の発生に対する災害対策に万全
を期すこと。
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